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POINT

ケース＆確認書類で学ぶ

相続手続き
八木正宣

税理士事務所ＳＢＬ所長・税理士執 筆：
会計事務所等での勤務を経て平成16年税理士事務所
ＳＢＬを開設。企業支援と相続関連業務に強み

Study

第

回

続
人
の
う
ち
の
１
人
が
認
知
症

等
で
判
断
能
力
を
失
っ
て
い
て

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
保
護
・

支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
、
大
体
の
こ

と
は
自
分
で
判
断
で
き
る
が
一
部
の
行

為
に
援
助
が
必
要
な
人
が
対
象
で
す
。

補
助
人
は
遺
産
分
割
協
議
に
関
し
当
然

に
同
意
権
・
代
理
権
を
持
つ
こ
と
は
な

い
の
で
、
こ
れ
ら
の
権
限
を
有
す
る
に

は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
が
必
要
で
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
に
つ
い
て
補
助
人
に

同
意
権
が
あ
る
場
合
は
決
定
内
容
に
補

助
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
代
理
権

が
あ
る
場
合
は
補
助
人
が
代
わ
り
に
参

加
し
ま
す
。

登
記
事
項
証
明
書
の
提
出
を�

受
け
内
容
を
確
認
す
る

　

相
続
預
金
の
払
戻
手
続
き
に
お
い

て
、
遺
産
分
割
協
議
書
を
提
出
さ
れ
た

場
合
、
遺
産
分
割
協
議
書
に
記
載
さ
れ

た
預
金
や
承
継
す
る
人
の
存
在
、
相
続

人
全
員
の
署
名
押
印
な
ど
を
確
認
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に

相
続
預
金
を
承
継
す
る
相
続
人
に
後
見

人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
、
正
当
な

後
見
人
が
代
理
し
て
遺
産
分
割
協
議
に

参
加
し
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
、
確
認
の
際
に
は
い
く

つ
か
留
意
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
後
見
の
事
実
（
権

限
）
を
確
認
す
る
た
め
、
登
記
事
項
証

明
書
（
サ
ン
プ
ル
１
）
を
受
け
取
り
ま

す
。
登
記
事
項
証
明
書
は
一
定
の
行
為

を
行
う
権
限
を
証
明
す
る
も
の
で
、
後

見
の
場
合
、
家
庭
裁
判
所
の
後
見
開
始

の
決
定
や
、
被
後
見
人
・
後
見
人
の
氏

名
・
住
所
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
と
遺
産
分
割
協
議
書
（
サ

ン
プ
ル
２
）
を
突
き
合
わ
せ
て
、
被
後

見
人
と
相
続
預
金
を
承
継
す
る
相
続
人

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
後
見
人
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
な

お
、
被
後
見
人
で
あ
る
相
続
人
は
署
名

押
印
の
必
要
は
な
く
後
見
人
は
署
名
押

印
が
必
要
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
被
後
見
人
と
後
見
人
が

い
ず
れ
も
相
続
人
の
場
合
は
、
遺
産
分

割
協
議
に
お
い
て
利
益
相
反
の
関
係
に

な
る
た
め
、
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て

て
特
別
代
理
人
を
選
任
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
相
続
預
金
の
手
続
き
で

は
、
家
庭
裁
判
所
が
交
付
す
る
審
判
書

と
添
付
さ
れ
る
遺
産
分
割
協
議
書
案
が

必
要
で
す
。
提
出
を
受
け
て
、
特
別
代

理
人
が
家
庭
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
特
別
代
理
人

が
遺
産
分
割
協
議
に
参
加
し
て
成
立
し

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
、
相
続
の
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
人

を
除
い
て
遺
産
分
割
協
議
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
人
は

単
独
で
遺
産
分
割
協
議
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
後
見
・
保
佐
・

補
助
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

後
見
・
保
佐
・
補
助
の
制
度
は
、
法

定
後
見
制
度
で
あ
り
、
認
知
症
な
ど
精

神
上
の
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
人
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

に
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
て
、
そ
の

人
を
援
助
す
る
後
見
人
（
書
類
上
は
成

年
後
見
人
と
表
記
）・
保
佐
人
・
補
助

相

人
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。
個
別
の
事

情
に
応
じ
て
、
後
見
、
保
佐
あ
る
い
は

補
助
の
制
度
が
決
ま
り
ま
す
。

①
後
見

　

判
断
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
者
を

保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
、
ほ
と
ん
ど

自
分
で
は
判
断
で
き
な
い
人
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
後
見
人
は
本
人
の
財
産

に
関
す
る
法
律
行
為
を
本
人
に
代
わ
っ

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遺
産
分
割

協
議
は
、
後
見
人
が
本
人
を
代
理
し
て

参
加
し
ま
す
。

②
保
佐

　

判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
人
を

保
護
・
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

日
常
生
活
上
の
法
律
行
為
は
本
人
が
単

独
で
行
え
ま
す
が
、
遺
産
分
割
協
議
を

含
む
一
定
の
重
要
事
項
は
保
佐
人
の
同

意
が
必
要
で
す
。
遺
産
分
割
協
議
は
本

人
が
参
加
し
、
決
定
し
た
内
容
に
保
佐

人
が
同
意
を
与
え
る
形
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
遺
産
分
割
協
議
を
代
理
す
る

権
利
を
保
佐
人
に
付
与
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
保
佐
人
が

本
人
に
代
わ
っ
て
遺
産
分
割
協
議
に
参

加
し
ま
す
。

③
補
助

10 相続人に後見人が
いるケース

　遺産分割で当店の預金を受け
継ぐ相続人の代理で、後見人を
名乗る方が相続預金の払戻しに
来店されました。遺産分割協議
書の提出を受けたの
ですが、どんな点を
確認すればよいでし
ょうか。

◦�登記事項証明書で後見の事実
（権限）を確認し、遺産分割
協議書と突き合わせる

◦�遺産分割協議書
で後見人の署名
押印があること
を確認する

10
サンプル１　登記事項証明書

サンプル２　遺産分割協議書の署名欄
　上記のとおり相続人全員による遺産分割の協議が成立したので、

これを証するため本書を作成し、次に各自自署押印する。

平成 30 年 ○ 月 ○ 日

　　東京都中野区東中野 ○ 丁目 ○ 番 ○ 号　 相続人 近代花子 

　　上記　成年後見人

　　東京都渋谷区渋谷 ○ 丁目 ○ 番 ○ 号　　 後野司朗 ㊞

　　東京都中野区東中野 ○ 丁目 ○ 番 ○ 号　 相続人 近代一郎 ㊞

登 記 事 項 証 明 書
� 後見
後見開始の裁判
【裁 判 所】○○家庭裁判所
【事件の表示】平成 30 年（家）第 ×××× 号
【裁判の確定日】平成 30年 〇 月 〇 日
【登記年月日】平成 30年 〇 月 〇 日
【登記番号】第 2018－ ×××× 号

成年被後見人
【氏 名】近代花子
【生年月日】昭和 18 年 12 月 29 日
【住 所】東京都中野区東中野 〇 丁目 〇 番 〇 号
【本 籍】東京都中野区東中野 〇 丁目 〇 番地

成年後見人
【氏 名】後野司朗
【住 所】東京都渋谷区渋谷 〇 丁目 〇 番 〇 号
【選任の裁判確定日】平成 30年 〇 月 〇 日
【登記年月日】平成 30年 〇 月 〇 日

　上記のとおり後見登記等ファイルに記録されていることを証明
する。
　　平成 30 年 〇 月 〇 日
� 東京法務局 登記官 　　　法 務 太 郎印　　

後見人の氏名・住所
等を確認

被後見人の氏名・住
所等を確認

登記事項証明書と突
き合わせて被後見人
が一致することを確
認

登記事項証明書と突
き合わせて後見人が
一致することを確認

｝ 当然に遺産分割につ
いて代理権がある後
見が開始している事
実を確認

後見人が代理をする
ため押印は不要


